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第
八
回

真
夏
日
、
連
続
の
猛
暑
で
あ

っ

た
が
、
十
五
分
間
の
夕
立
雨
に
恵

ま
れ
て
暑
気
払
い
が
で
き
、
踊
り

も
後
半
に
い
く
程
盛
り
あ
が
り
、

楽
し
い

一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
十
１
■プ
ロ
グ
ラ
ム
＋
―
―
＋

◎
第

一
部
　
六
時
四
十
分
か
ら
、

全
員
に
よ
る
納
涼
盆
踊
り
大
〈
「

◎
第
二
部
　
七
時
十
分
か
ら
、
高

森
音
頭
の
各
区
発
表
会
。

（夕
立
雨
で
十
五
分
休
憩
）

◎
第
二
部
　
八
時
十
分
か
ら
、
子

供
花
火
大
会
。

◎
第
四
部
　
八
時
四
十
分
か
ら
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
大
会
、
指
導
は

フ
リ
ー
ダ
ム
長
野
の
皆
さ
ん
。

◎
第
五
部
　
九
時
十
分
か
ら
、
全

員
に
よ
る
納
涼
盆
踊
り
大
会
。

◎
各
区
の
壮
青
年
部
　
六
時
か
ら

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
開
店
。

七
月
二
十
日

一
、
○
○
○
人
が
集
ぅ

て

盛
大
に
実
施

エ
ア

ロ
ビ
ク

ス

フ
リ
ー
ダ
ム
長
野
の
皆
さ
ん

金
魚
す
く
い

真
剣
に
と
り
く
む
子
供

子
供
花
火
大
会

参
加
者
二
七
〇
名

(会場のようす)

諄
、 :
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平成 6年 9月 1日 下 市 田 区 報 第 29号 (2)

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

町
の
買
収
単
価
に
対
し
て
、
地

権
者
組
合
か
ら
要
望
単
価
が
示

さ
れ
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
の
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
又
座
光
寺

地
区
の
人
達
と
の
話
合
い
説

明
会
も
数
回
行
わ
れ
、
伊
那

市
等

へ
の
視
察
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
又
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、

下
市
田

・
上
市
田

・
牛
牧
地

区
の
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
、
去
る
七
月
十
四
日
に
調

印
式
が
行
わ
れ
、
秋
以
降
遺

跡
調
査
等
着
工
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

明
神
橋
の
架
け
替
え
に
つ

い
て
は
、
県
道
の
法
線
が
確
定

し
こ
れ
に
関
連
し
た
取
付
道
路

等
に
つ
い
て
去
る
八
月
四
日
に

町

へ
陳
情
し
、
県

へ
の
要
望
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

又
同
日
河
原
組
合
で
も
、
建

設
省
の
親
水
公
園
に
伴

っ
て
設

置
さ
れ
る
町
の
公
園
内

へ
、
河

原
関
係
の
水
天
宮

・
史

蹟

・
記
念
碑
等
の
復
元
、

又
は
移
転
等
に
つ
い
て

町

へ
陳
情
し
ま
し
た
。

一
―

一
号
線
の
萩
山

神
社
前
よ
り
下
市
田
公

民
館
北
側
迄
の
工
事
に

つ
い
て
も
、
地
権
者
の

協
力
が
得
ら
れ
て
着
工

さ
れ
ま
し
た
。
竜
西
線

下
市
田
保
育
園
東
側
に

つ
い
て
も
拡
幅
改
良
す

る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

中
段
の
土
地
改
良
に
つ
い
て

は
、
漸
く
予
算
付
け
が
あ
り
着

工
が
決
ま
り
、
こ
れ
に
先
行
し

て
遺
跡
調
査
が
始
ま

っ
て
い
ま

す
。牧
ノ
内
堤
に
つ
い
て
は
、
用

途
変
更
か
修
理
か
慎
重
に
検
討

し
ま
し
た
が
、
水
系
関
係
者
の

要
望
に
応
え
て
存
続
を
決
定
、

近
く
補
修
に
つ
き
県
よ
り
視
察

に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
以
降
の
雨
不
足
に
よ
り
、

水
田
用
水
の
不
足
地
帯
で
は
堤

の
放
水
が
行
わ
れ
、
四
区
上
洞

地
区
で
は
町
の
揚
水
ポ
ン
プ
及

び
、
自
衛
消
防
の
軽
便
に
よ
る

揚
水
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
赤
奉
仕
団
下
市
田
分
団
の

皆
さ
ん
が
、
公
民
館
の
座
布
団

カ
バ
ー
の
洗
濯
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
利
委
員
の
活
動

　

同
狂
駆
Ⅷ
れ
こ水
割
難

北

沢

昭

夫

・コ
繁

同
事

鴨

水
利
委
員
の
仕
事
は
、
用
排
　
を
し
て
い
ま
す
。

水
路
等
地
区
計
画

へ
の
取
組
み
　
　
委
員
は
、
各
河
川
の
取
入

が
主
体
と
な

っ
て
、
活
動
し
て
　
れ
日
の
点
検
や
、
井
ざ
ら
い

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
呼
び
か
け
で
四
月
二
十
九

下
市
田
に
は
、
水
不
足
に
よ
　
日
に
丼
ざ
ら
い
を
し
ま
し
た
。

る
水
利
権
と
言
う
も
の
が
あ

っ
　
　
下
市
田
に
は
、
四
ケ
所
の

て
こ
れ
を
保
持
し
て
来
て
い
ま
　
堤
が
あ
り
水
溜
管
理
を
し
て

す
が
、
今
年
の
様
な
日
照
り
続
　
い
ま
す
が
、
春
二
月
に
土
手

き
に
も
、　
一
貫
水
路
の
あ
る
お
　
焼
き
作
業
、
七
月
に
堤
の
土

か
げ
で
水
争
い
も
無
く
今
日
に
　
手
草
苅
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

至

っ
て
い
る
事
は
、
幸
い
で
す
。　
　
委
員
だ
け
で
は
出
来
な
い

又
上
市
田

・
牛
牧

・
下
市
田
　
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、

区
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

土手焼き作業

区の情勢について
区長下井武平

下市田区 。上市田区・牛牧区内の

各分水個所に於ける水利権について

標記三区は、水利権について従来の言い伝えを

基本としながら、現時点での水利の状況を踏まえ、

改めて各分水点での確認を行い、下記略図内に記

す内容でこれを後々に伝えることとする。

尚、ここで特に定めない部分は現状の利用状況

で適宜とする。(現地確認での踏査は各区の執行

者及び各区水利担当者全員で行ない互いに了承さ

れたものである。)

平成 4年 5月 19日

下市田区長 下 井武 平

上市田区長 関川邦 雄
牛牧 区長 吉 森宏 人

略   図
終,状0

0こつオ
極ユ |

【1収入金の部】

(自 平成5年 4月 1日～至平成6年 3月 31日 )

収 入 合 計 44,081,481円

支 出 合 計 41,419,849円

差 引 残 高  2,661,632円 (内訳別紙)

【2.支出金の部】 (単位 円)

項   目 予算現額 決算収入額

入

支

産

15,214,100

7,819,708

6,645,553

1,270,302

1,514,345

2,400,000

2,709,095

3,000,000

2,346,870

42,919,973

15,487,452

7,819,708

7,458,167

1,265,332

1,514,345

2,400,000

2,789,607

3,000,000

2,346,870

44,081,481

項    目 予算現額 決算支出額

13,382,231

756,264

464,751

10,300,000

6,318,583

3,720,597

2,980,000

3,036,705

1,960,842

42,919,973

13,270,071

763,364

309,651

9,131,671

8,232,250

3,697,030

2,980,000

3,035,812

0

41,419,849

島 平成5年度下市田公民館会計決算報告書
(自 平成 5年 4月 1日 ～至平成6年 3月 31日 )

支出の部

交

科   目 予算現額 決算支出額

合   計

聴 覚 部 費

費 1,850,000

1,184,000

583,000

211,000

187,397

3,000

4,045,397

1,847,039

1,137,249

582,825

209,054

184,134

30,000

3,990,301

な
季
ゃ
、

④天自水小屋分水
⑥二つ橋   ″
⑥三 井  ″
◎ごまど  ″
O十 王  ″
○十王水小屋″

⑦三区共同負担での改良部分

４

５ ５

７

５

３

０

６

４ ５

３

５

７

１０

メF'2‐

予 算 額 決 算 額

金
一金
一金
一入
一　
一　
一

越
一入
一助
一収
一　
一　
一

繰
一繰
一補
一雑
一　
一　
一

言十

｀
96,397

2,980,000

968,000

1,000

4,045,397

96,397

2,980,000

998,670

4,076,066

(単位 円)収入の部

千ヤロこ

平成5年度下市田区一般会計決算報告書

1.総 務  費
生  費
務  費

6.消  防  費

2.厚

3林

費

一

水

一

合   計

7.公 民 館 費

8 返済金及び利息

1.区

6消 防 義 務 金
5寄  付  金

7諸 収 入 金
8-時 借 入 金
9.前 期 繰 越 金

合   計

科   目

体 育 部 費

図 書 部 費

|1予  備  費
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「
地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
、
去
る
六
月

十
八
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市

田
公
民
館
三
階
大
会
議
室
に
於

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

改
選
さ
れ
て
ほ
ぼ

一
年
目
の

当
日
は
、
原
昭
夫
、
小
宮
山
佳

子
、
倉
沢
岩
雄
、
伊
奈
川
義
公
、

久
保
田
昌
幸
、
熊
谷
元
尋
各
議

員
の
御
出
席
を
頂
き
、
区
よ
り

区
三
役
、
公
民
館
三
役
、
区
民

約
百
名
が
出
席
し
、
下
市
田
公

民
館
長
、
区
長
の
挨
拶
の
あ
と

各
議
員
よ
り
町
議
活
動
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
建
設
委
員
よ
り
、
下
市
田

に
関
係
す
る
件
と
し
て
、
広
域

農
道
二
千
メ
ー
ト
ル
歩
道
付
き
、

六
月
中
に
調
印
。
下
市
田
公
民

壌
　

館
を
基
点
と
し
、

ヽ
　

南
大
島
川
ま
で

七
百
万
円
の
予

算
で
三
区
間
に

員
よ
り
、
飯
田
北
部
農
免
道
路

上
郷
か
ら
南
大
島
川
ま
で
の
二

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
大
島
川

か
ら
水
天
宮
ま
で
の

一
四
五
〇

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
現
在
関

係
者
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て

い
る
。
明
神
橋
の
架
け
替
え
に

つ
い
て
、
対
策
委
員
会
を
設
け

る
。
親
水
公
園
は
、
六
月
入
札

三
千
二
百
万
円
の
補
助
予
算
で

秋
口
完
成
予
定
で
あ
る
と
三
点

の
報
告
。
小
宮
山
社
会
委
員
よ

り
、
高
齢
化
を
迎
え
、
よ
り
き

め
細
か
い
取
り
組
み
を
と
い
う

こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

事
業

（三
〇
万
円
の
予
算
）
推

進
、
や
す
ら
ぎ
荘
改
修

（段
差
、

風
呂
場
）
、
福
祉
バ
ス
更
新
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
高
齢

者
の
た
め
の
手
引
書
配
布
、
寝

た
き
り
介
護
者
慰
労
金
月

一
万

円
か
ら

一
万
五
千
円
に
。
又
在

宅
老
人
の
短
期
保
護
に
町
よ
り

一
日
三
九
二
〇
円
の
補
助
等
の

報
告
。
伊
奈
川
社
会
委
員
よ
り
、

環
境
下
水
道
に
関
し
て
、
公
共

下
水
道
関
係
、
農
業
集
落
排
水

事
業
十
億
円
予
算
で
、
吉
田
、

上
平
が
今
年
よ
り
着
工
。
同
時

に
水
問
題
と
し
て
、
多
目
的
保

安
林
事
業
推
進
。
環
境
美
化
で

は
、
垣
外
ゴ
ミ
処
理
場
六
月
よ

り
搬
入

（十
年
間
の
計
画
）
、

回
転
式
生
ゴ
ミ
処
理
機

（六
万

～
七
万
円
）
補
助
三
万
円
、
焼

却
炉
補
助

一
万
円
か
ら

一
万
五

千
円
に
。
又
家
庭

用
雑
排
水
処
理
施

設
は
、
月

一
回
の

点
検
を
と
報
告
。

倉
沢
産
業
委
員
よ

り
、
農
商
工
業
に

つ
い
て
、
町
農
業

生
産
額
五
〇
億
円
、

専
業
農
家
二
二

一

戸
。
商
業
年
間
売

上

一
四

一
億
円
、

一
三
八
店
、
従
業

員
五
八
七
人
。
工

業
出
荷
高
二
四
〇

億
円

（内
工
業
団

地

一
〇
〇
億
円
）

七
九
事
業
所
、
従

業
員

一
六
五
〇
ヘ

湯
ケ
洞
関
係
で
は
、
利
用
者
九

万
三
千
人
。　
一
人
平
均
利
用
高

泊
り
七
五
〇
〇
円
、
日
帰
り
四

七
〇
〇
円
。
又
、
御
大
の
館
は

六
億
五
千
万
円
の
予
算
で
平
成

八
年
八
月
オ
ー
プ
ン
予
定
。
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
横
予
冷
庫
建
設

に
つ
い
て
等
報
告
。
久
保
田
総

務
委
員
よ
り
、
教
育
施
設
関
係

と
し
て
、
資
料
館
に
修
蔵
庫
を

増
築
。
土
地
利
用
計
画
、
学
校

教
育
に
つ
い
て
、
不
登
校
の
増

加
が
み
ら
れ
、
不
安
が
あ
る
。

生
徒
指
導
と
し
て
専
任
教
師
二

名
、
又
家
庭
地
域
ぐ
る
み
で
考

え
、
協
力
す
る
よ
う
に
し
た
い

と
夫
々
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
続
い
て
行
な
わ
れ
た
懇
談

分
け
て
六
メ
ー

ト
ル
の
幹
線
道

路
工
事
。
ふ
る

さ
と
農
道

（
四

子

区
～
五
区
に
か

様

け
て
）
国
道

一

卸

五
三
号
線
か
ら

談

南
大
島
川
沿
い

懇

に
九
メ
ー
ト
ル

巾
の
道
路
υ
一
―

一
号
線
は
、
萩

山
神
社
ま
で
完

成
。
九
月
ま
で

に
は
公
民
館
ま

で
完
成
予
定
で

あ
る
と
の
報
生
弓

‐　
　
又
熊
谷
建
設
委

会
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
通
り

で
し
た
。

Ｑ
　
農
免
道
路
の
件
で
は
、
後

継
者
の
意
見
も
聞
く
機
会
を
設

け
て
も
ら
い
、
又
、
産
業
道
路

と
し
て
も
見
る
等
環
境
も
考
え

よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
環
境
、
整
備
と
の
三
点
セ
ッ

ト
で
考
え
た
い
が
、
交
差
点
、

ク
ラ
ン
ク
の
設
置
場
所
な
ど
問

題
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
関

係
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
き
た

Ｑ
　
旧
下
市
田
学
校
に
つ
い
て

毎
年
少
し
ず

つ
修
理
し
て
、
数

回
し
か
利
用
し
て
い
な
い
が
、

残
す
の
な
ら
三
六
五
日
利
用
で

き
る
も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
要
望
と
し
て
出
し
て
お
く
。

Ｑ
　
ふ
る
里
農
道
で
、
事
故
が

多
い
が
、
信
号
機
を

つ
け
て
ほ

し
い
。　
・

Ａ
　
上
の
道
が
広
く
な
け
れ
ば

信
号
機
は
で
き
な
い
が
、
改
良

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
三
槽
浄
化
槽
の
汲
み
取
り

を
業
者
に
頼
ん
で
も
、
二
、
三

軒
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

る
。
費
用
は
個
人
負
担
で
も
町

で
管
理
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

Ａ
　

一
回
の
汲
み
取
り
料
は
、

一
二
〇
〇
円
～

一
五
〇
〇
円
で

予
算
計
上
は
し
て
あ
る
が
、
人

が
集
ま
ら
な
い
と
機
械
も
動
か

な
い
の
で
検
討
し
て
み
る
。

Ｑ
　
山
吹
公
園
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
、
自
然
の
中
で
は
不
釣
り

合
い
で
、
芸
術
性
の
あ
る
も
の

と
は
思
わ
れ
な
い
。

Ａ
　
芸
術
性
に
つ
い
て
は
、
個

人
差
が
あ
る
事
だ
が
、
公
園
整

備
と
し
て
は
未
完
成
で
あ
り
、

今
年
は
人
物
以
外
の
も
の
を
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
農
家
の
後
継
者
が
い
な
い
、

お
嫁
さ
ん
が
来
な
い
と
い
う
切

実
な
問
題
が
あ
る
が
、
現
状
を

結
婚
相
談
員
の
方
か
ら
、
報
告

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

問
題
だ
が
、
昨
年
は
三
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
た
が
、
今
年
は
、

五
組
を
目
標
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

地
元
出
身
町
議
と
の
懇
談
会
報
告

―

教

養

部

―

ケ

|」

二_■■ ■
．

:

幣 _
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下
市
田
河
原
を
考
え
る

上
　
沼
　
菫
豆
　
実

（
一
区
）

全
国
的
に
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
今
深
刻

化
し
て
お
り
ま
す
。
高
森
と
て

例
外
で
は
な
く
、
後
継
者
の
多

く
は
農
業
以
外
に
職
を
持
ち
、

家
業
は
父
母
、
妻
に
任
せ
主
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て

お
り
ま
す
が
、
下
市
田
河
原
に

関
わ
る
公
共
工
事
の
施
行
が

一

段
と
具
体
化
し
、
耕
作
地
の
減

少
、
環
境
の
問
題
が
と
り
ざ
た

さ
れ
、
ま
た
農
産
物
の
輸
入
自

由
化
、
米
問
題
等
々
、
農
業
を

取
り
巻
く
複
雑
な
時
代
の
中
で

後
継
者
も
将
来
の
選
択
を
迫
ら

れ
る
時
代
が
来
ま
し
た
。

昨
年
の
米
騒
動
、
今
年
の
水

不
足
に
よ
る
状
況
で
農
業
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
判

っ
て
い
て
も

そ
れ
が
後
継
者
が
農
業
を
継
ぐ

手
だ
て
と
は
な
り
得
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会

が
取
り
巻
く
農
業
環
境
や
生
活

手
段
と
し
て
の
農
業
が
あ
ま
り

に
も
他
業
種
と
違
い
す
ぎ
、
若

手
を
引
き
付
け
る
魅
力
に
か
け

る
と
い
っ
た
事
も
あ
り
、
従
来

の
農
政
や
農
法
も
手
詰
ま
り
と

な

っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
「
農
業
を
守
れ
」
と
か

「
優
良
農
地
は
残
せ
」
と
い
う

言
葉
は
良
く
耳
に
し
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
守
る
と
か
農
地
を

こ
う
や
っ
て
維
持
し
て
い
く
と

い
っ
た
具
体
的
な
方
法
は
聞
か

れ
ま
せ
ん
。
優
良
農
地
で
も
働

く
若
手
が
育
た
な
け
れ
ば
何
も

な
り
ま
せ
ん
。
農
業
に
携
わ
る

活
発
な
活
動
が
農
地
を
守
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
衰
退

の

一
途
を
た
ど
る
農
業
を
後
継

者
が
な
ん
と
か
盛
り
返
せ
る
よ

う
な
、
息
子
や
孫
の
代
ま
で
も

引
き
継
が
れ
る
よ
う
な
農
業
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を

勉
強
し
て
実
践
し
て
行
き
た
い

と
の
考
え
か
ら
、
下
市
田
の
後

継
者
有
志
に
よ
り
会
が
発
足
し
、

少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
活

動
し
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
下
市
田
河
原
に
お
い

て
将
来
の
農
業
に
か
か
わ
る
重

要
な
問
題
と
し
て
、
農
免
道
路

及
び
処
理
場
の
公
共
事
業
と
町

の
有
志
に
よ
る
魅
力
あ
る
高
森

町
造
り
の
提
案
と
し
て
の
親
水

公
園
と
い
う
事
柄
が
持
ち
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。

農
免
道
路
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
工
業
団
地
の
道
路
を
利
用
延

長
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま

．し
た
。
農
地
を
提
供
し
、　
一
直

線
の
危
険
極
ま
り
な
い
道
路
を

あ
け
て
し
ま

っ
て
本
当
に
将
来

農
業
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

通
り
す
が
り
の
便
利
さ
の
た
め

に
何
億
も
の
金
と
農
地
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
の
意
味
を
今

一
度
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
農
民
に
利
が
あ

っ
て

本
当
の
農
免
道
路
で
あ
り

今
の
状
況
か
ら
は
産
業
道

路
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

汚
水
処
理
施
設
、
下
水

道
が
完
備
さ
れ
れ
ば
当
然

今
ま
で
以
上
の
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
道
路
、
河

川
の
整
備
が
充
実
し
た
反

面
土
地
の
補
水
性
が
低
下

し
て
し
ま
い
、
清
水
の
涸

れ
や
溜
池
の
水
量
低
下
、

あ
ち
こ
ち
の
道
路
整
備
事

業
に
よ
る
農
地
の
宅
地
化

な
ど
を
考
え
る
と
水
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
今
、
全
国

的
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々

が
快
適
に
生
活
す
る
こ
と

は
当
た
り
前
の
願
望
で
あ

り
そ
れ
が
出
来
る
時
代
で

す
。
し
か
し
快
適
に
な
る

こ
と
に
よ

っ
て
失
わ
れ
て

い
く
も
の
が
有
る
こ
と
も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
農
業
は
も
と
よ
り
、

自
然
と
の
関
わ
り
方
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
親
水
公
園
に
つ
い
て

こ
れ
は
町
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
塾

内
の

一
部
有
志
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
「
カ
ヌ
ー
の
町

高
森
」
が
全
国
的
に
知
れ

つ
つ

あ
る
現
在
、
カ
ヌ
ー
を
通
じ
多

く
の
人
々
と
の
交
流
に
よ
る
町

の
産
業
、
文
化
の
発
展
を
目
指

す
カ
ヌ
ー
競
技
及
び
文
化
活
動

の
出
来
る
親
水
公
園
を
下
市
田

河
原
に
造
り
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
我
々
と
し
て
も
農
業
の

発
展
と
ど
う
関
わ
れ
る
も
の
な

の
か
、
そ
う
い
っ
た
視
点
で
考

え
て
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。以
上
、
下
市
田
河
原
の
諸
問

題
を
通
じ
、
単
に
釘
政
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
則

っ
た
事
業
に
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
関
わ
れ
る
限

り
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
意
見
や

要
望
が
町
の
政
策
に
反
映
出
来

る
よ
う
な
会
に
発
展
出
来
れ
ば

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
五
年
二
月
、
小
川
光
男

氏
外
四
名
よ
り
、
「
宝
刀
に
関

す
る
調
査
陳
情
書
」
が
区
長
、

氏
子
総
代
長
宛
に
提
出
さ
れ
、

区
の
機
関
決
定
に
依
り

「
宝
刀

審
査
特
別
委
員
」
六
名
を
委
嘱
、

同
年
八
月
委
員
会
が
発
足
、
事

情
調
査
の
過
程
に
於
て
、
西
沢

弁
護
士
に
再
二
相
談
し
た
結
果
、

当
時

「
昭
和
四
十
九
年
」
の
宝

刀
預
り
人
に
対
し

「
公
開
質
問

状
」
に
て
真
実
を
解
明
す
る
事

に
成
り
ま
し
た
。
よ

っ
て
区
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

____´」́

′ ´
´
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●工業団地の拡張

●カヌー、文化活動を軸とした
親水公園計画

下市田河原現状略地図
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毎
年
恒
例
と
な

っ
た
萩
の
里

祭
り
。
当
日
の
準
備
も
猛
暑
の

中
、
手
慣
れ
た
も
の
で
順
調
に

開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

進
行
、
企
画
も
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

っ
た
が
、
昨
年
の
反
省

で

マ
ン
ネ
リ
化

の
意
見
も
あ

り
、
今
年
は
部
落
対
抗
の
歌
合

戦
を
止
め
、
新
企
画
と
し
て
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

を
実
施
、
計
画
の
段
階
で
は
、

賛
否
両
論
あ

っ
た
が
、
祭
り
の

最
中
の
突
然
の
大
雨
で
、
し

っ

か
り
湿
り
き

っ
た
会
場
を
再
度

盛
り
上
げ
る
そ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
の
面
々
に
、
実
行
委
員
は
感

謝
の
気
持
ち
で
あ

っ
た
。

子
供
の
花
火
大
会
は
そ
の
雨

で
時
間
短
縮
せ
ざ
る
を
得
な
い

結
果
で
残
念
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
他
の
進
行
は
計
画
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
、
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
完
売
状
態
で
あ

っ
た
。

後
の
反
省
会
で
は
、
多
種
多

様
の
意
見
が
あ

っ
た
も
の
の
、

一
番
の
反
省
と
す
る
な
ら
、
こ

こ
ひ
と

つ
盛
り
上
が
り
が
欠
け

る
も
の
と
し
て
、
萩
の
里
祭
り

に
携
わ

っ
た
実
行
委
員
と
そ
の

家
族
が
参
加
者
で
あ
り
、　
一
般

参
加
の
少
な
さ
が
、
今
後
の
課

題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
萩
の
里
祭
り
は
、

年
間
を
通
じ
、
区
の

一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
職
の
方
々
に
片
寄
る

こ
と
な
く
区
民
総
出
で
の
お
祭

り
に
参
加
す
る
雰
囲
気
を
高
め

て
行
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
ま

た
ひ
と
味
違
う
盛
り
上
が
り
の

あ
る
、
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

屹
一撮

暉レ
ン

●

〃

．
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去
る
、
六
月
十
二
日
の
日
曜

日
に
、
平
成
六
年
度
下
市
田
区

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
町
民
体
育

館
と
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
今
ま
で
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
代
わ
り
、
ス
ロ
ー

ビ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
、
ソ

フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
共

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
、
選
手
は
十
人
で
、
ピ

ッ

チ
ャ
ー
は
、
バ
ッ
タ
ー
に
対
し

て
山
な
り
の
ゆ

っ
く
り
し
た

ボ
ー
ル
を
投
げ
、
盗
塁
は
で
き

ず
従
来
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
多

少
異
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
と
り
入
れ
ま
し

た
。
各
区
と
も

一
球

一
球
に
歓

声
と
笑
い
を
交
え
た
応
援
合
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
、
年
々
技
術
の
向
上
が
見
ら

れ
、
手
に
汗
に
ぎ
る
プ
レ
ー
が
、

あ
ち
こ
ち
の
コ
ー
ト
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
色
々
と
反
省
点
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
い

一

日
を
汗
と
笑
い
で
過
ご
す
事
が

で
き
、
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。

◎
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
ス
ロ
ー
ビ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
位
―

一
区
　
二
位
―
二
区

三
位
―
五
区
　
四
位
―
三
区

五
位
―
六
区
　
六
位
―
四
区

●
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
位
―

一
区
　
二
位
―
五
区

三
位
―
二
区
　
四
位
―
六
区

五
位
―
三
区
　
六
位
―
四
区

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

参
加
し
て
Ｍ

ｏ
Ｍ

地
域
の
活
性
化
と
健
康
を
目

的
と
し
た
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
に

今
年
か
ら
ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
加
わ
り
、
六

月

（下
市
田
）
、
七
月

（
町
）
の

大
会
が
行
な
わ
れ
た
。
猛
暑
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
初
回
と
は
思

え
な
い
程
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
運
営
に
当
た
ら
れ
た
皆
様

の
尽
力
が
伺
わ
れ
た
。

ス
ロ
ー

ピ

ッ
チ
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

今
後
、
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
末
長
く
定
着
し
て
欲
し
い
と

思
う
大
会
で
あ

っ
た
。

ソ
フ
ト
ミ
ニ

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

参
加
し
て

井

口
民

子

下

一
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
同
好
会
に
参
加
し
て
、
三
年

余
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
に
南
小
体
育
館

で
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
区
や
町
の
大

会
に
参
加
し
て
、
年
を
追
う
ご

と
に
、
よ
い
成
績
を
収
め
今
年

は
区
も
町
の
大
会
も
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ

し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
楽
し
く
練
習
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

‖

体
ゴ=目
部
‖

ソフトミニバレーボール ソスローピッチソフトボール

鬱
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四
区
ふ
れ
あ
い
広
場

四

区

去
る
四
月
十
日
四
区
で
は
、

社
協
と
協
賛
で
、
第
四
回

「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
近
年
に
な
い
、
厳
し
か

っ

た
冬
を
忘
れ
る

か
の
様
な
、
好

天
に
恵
ま
れ
出

席
者
も
多
く
、

各
ク
ラ
ブ
、
各

常
会
、
子
供
会

等
な
か
な
か
の

趣
向
を
凝
ら
し

た
出
し
物
で
大

盛
況
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

少
し
紹
介
し
ま

す
と
、
常
会
長

さ
ん
を
始
め
各

林
　
　
守
　
夫

役
員
の
方
々
が
、
午
前
中
か
ら

段
取
り
、
舞
台
作
り
を
行
な
い
、

午
後
二
時
か
ら
町
長
さ
ん
、
区

長
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
沿

っ
て
、
第

一
部
、
第

二
部
と
進
行
す
る
中
、
各
常
会

の
出
し
物
で
は
、
手
が
揃
え
ば

足
が
揃
わ
ず
足
が
揃
え
ば
手
が

揃
わ
ず
、
揃
わ
ぬ
所
は
、
腰
の

振
り
で
ご
ま
か
す
、
芸
達
者
も

お
り
、
会
場
か
ら
大
喝
采
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。
又
、
と
び
入

り
歓
迎
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

頃
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
、
出
し

物
が
数
多
く
、
趣
向
を
凝
ら
し

演
じ
ら
れ
人
好
評
で
し
た
。
ド

市
田
で

一
番
少
な
い
人
日
の
四

区
で
す
が
、
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

に
は
、
老
若
男
女
合
わ
せ
て
四

区
全
体
の
三
分
の
二
の
参
加
者

が
有
り
、
本
当
の
意
味
で

の

「
ふ
れ
あ
い
」
が
出
来

役
員

一
同
、
苦
労
の
し
が

い
が
あ
る
と
喜
ん
で
い
ま

す
。今
年
は
、
向
井
千
秋
さ

ん
が
一千
宙
に
行
き
ま
し
た
。

木
星
に
彗
星
が
激
突
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
第
二
の
向

井
千
秋
さ
ん
が
誕
生
す
る

事
を
夢
見
て
、
四
区
で
は
、

漸
進
会
が
中
心
に
な
っ
て
、

部
落
、
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
呼
び
掛
け
、
来
る
十
月

七
日
松
岡
城
趾
公
園
に
お

い
て
、
星
を
見
る
会
を
開

催
す
る
予
定
を
立
て
、
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

六

区

六
区
は
出
砂
原
地
区
の
こ
と

で
、
大
島
川
を
は
さ
ん
で
吉
田

地
区
に
面
し
て
い
る
。

戸
数
百
九
十
、

十

一
常
会

（隣
組
二
十
三
）
の
集
落
で
す
。

町
の
玄
関
日
と
し
て
、
市
田

駅
が
あ
り
、
朝
夕
乗
り
降
り
を

す
る
利
用
者
も
多
い
で
す
。

憩
い
の
場
所
は
、
公
園
運
動

林

　

　

　

尭

広
場
、
お
祭
り
広
場
な
ど
が
あ

リ
カ
ヌ
ー
港
も
あ
り
ま
す
。

商
店
街
の
町
、
青
物
夕
市
が

あ
り
利
用
者
で
に
ぎ
や
か
で
す
。

地
区
館
を
中
心
に
、

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
活
動
集
会
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
事
は
、
二
月
卓
球
大
会
、

五
月
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
八
月

は
、
大
行
事
で
納
涼
祭
、

盆
踊
り
大
会
、
灯
篭
流

し
、
納
涼
花
火
大
会
、

ク
ラ
ブ
な
ど
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

五
月
は
、
運
動
広
場

を
利
用
し
て
、
老
人
か

ら
子
供
ま
で
が
広
場
に

集
ま
リ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
や
り
、
皆
が
参
加

盛
大
の
う
ち
に
終
り
ま

し
た
。
下
六
の
人
達
は
、
人

情
深
く
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
行
事
な
ど
協
力
し

合
い
生
活
が
し
や
す
い

と
こ
ろ
で
す
。

ハ

区
は
_ヽ
′

′υ
O,
′よ

と
し
。′

つ

四区ふれあい広場

グランドゴルフの一コマ

ト

ピ

ッ
ク
ス

①
　
萩
山
神
社
宝
刀
の
行
方

区
報
前
号
で
提
言
さ
れ
て
い

る
が
、
由
々
し
い
事
件
で
あ
る
。

関
係
者
の
良
識
に
訴
え
た
い
。

②
　
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場

地
権
者
の
協
力
と
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
、
具
体
的
に
話
合

い
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

③
　
親
水
公
園
整
備
着
々
と
進

む天
竜
川
自
然
環
境
護
岸
の

一

部
が
完
成
し
、
堤
防
内
に
あ
ず

ま
屋
、
ト
イ
レ
等
が
建
設
さ
れ

る
と
い
う
。

④
　
道
寿
遺
跡
の
発
掘

三
、
四
、
五
区
中
段
の
土
地

整
備
事
業
該
当
の
古
瀬
地
籍
か

ら
中
世
末
建
物
趾
群
と
、
奈
良

時
代
の
古
瓦
が
大
量
出
土
、
飯

伊
で
は
極
め
て
重
要
な
遺
構
で
、

今
後
の
追
究
に
期
待
し
た
い
。

⑤
　
下
市
田
河
原
を
考
え
る
会

若
手
農
業
後
継
者
が
昨
年
か

ら
、
下
市
田
河
原
の
農
業
の
将

来
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
成
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
広
域
農
道
―
着
エ
ヘ

下
市
田
地
籍
は
、
七
月
調
印

が
行
な
わ
れ
、
具
体
的
に
進
ん

で
い
る
。

（
南
信
州

フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
と
命
名
）

⑦
　
松
岡
城
趾
公
園
の
整
備

新
井
地
籍
の
公
園
進
入
路
も

舗
装
が
終
れ
ば
完
了
す
る
。

③
　
惣
兵
衛
堤
防
に
関
わ
る
遺

蹟
の
再
建
と
保
護
に
つ
い
て
、

区
と
し
て
関
係
方
面
に
陳
情
。

三
六
年
災
害
で
流
没
し
た
水

天
宮
が
今
回
の
河
床
工
事
で
出

現
し
た
の
で
、
公
園
整
備
の

一

環
と
し
て
実
現
す
る
よ
う
に
次

の
こ
と
を
、
町
や
県

へ
陳
情
。

・
水
天
宮
の
再
建

・
惣
兵
衛
供
養
塔
及
び
築
提
記

念
碑
の
移
転

（
二
区

へ
）

・
亀
甲
石
の
移
転

ｏ
史
跡
大
川
除
提
の
碑
の
新
設

⑨
　
店
舗
進
出
計
画

農
協
ス
タ
ン
ド
の
北
側

へ
予

定
さ
れ
る
と
ぃ
う
。

⑩
　
夏
祭
り
各
地
区
盛
会
に

・
七
月
十
六
日
―
納
涼
祭

一
区

中
央
公
園
で
、
七
時
半

二
区

会
館
で
、
六
時

い
ず
れ
も
、
民
踊
他
の
演
芸

と
青
年
層
に
よ
る
売
店
で
盛
り

あ
が

っ
た
。

六
区
　
納
涼
祭
―
七
月
十
六

日
お
祭
り
広
場
で
盆
踊
り
他

⑪
　
厚
生
連
病
院
周
辺
の
施
設

充
実
に
つ
い
て
関
心
高
ま
る

⑫
　
八
月
十
五
日
成
人
式
　
下

市
田
の
新
成
人

七
十
八
名

⑬
　
広
島
平
和
バ
ス
派
遣
団
、

下
市
田
か
ら
十

一
名
参
加

⑭
　
盆
野
球
大
会

（町
Ｇ
会
場
）

一
位
―

一
区
、
二
位
―
六
区

⑮
　
日
影
井
工
事
―
蛍
の
棲
む

川
に
。
自
然
石
の
井
水
に
と

陳
情
。
　

（文
責
　
北
島
）

Ｆ

Ｉ

　

・
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下
市
田
へ
越
し
て
来
て
、

早
や
七
年
も
す
ぎ
、
当
時

小
六
と
小
三
だ

っ
た
子
供

達
も
そ
れ
ぞ
れ
成
長
い
た

し
ま
し
た
。
七
年
も
た
ち

ま
す
と
、
越
し
て
来
た
と

き
の
感
動
も
う
す
れ
、
す
っ

か
り
下
市
田
に
と
け
こ
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
当

時

一
番
感
じ
た
こ
と
は
、

回
り
の
景
色
で
し
た
。
伊

那
谷
の
夕
焼
け
は
日
本

一

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
四
季
折
々
に
変
わ

私
達
は
下
市
田
に
越
し
て
来

て
、
八
年
目
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間

人
数
が

一
人
増
え
、

一
回
の
引
越
し
を

し
ま
し
て
、
現
在

四
区
、
上
洞
常
会

の
お
仲
間
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

四
区
は
ま
だ
ま

だ
宅
地
化
も
進
ん

で
お
ら
ず
、
自
然

と
、
田
ん
ば
、
畑

等
の
農
地
が
沢
山

あ
り
、
静
か
で
、

東
に
南
ア
ル
プ
ス
、

西
に
風
越
山
、
南

に
天
竜
川
の
流
れ
る
様
と
、
竜

東
の
段
丘
を
眺
め
る
、
住
環
境

の
と
て
も
整

っ
た
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
暖
か

く
雪
も
少
な
く
、
夏
の
暑
さ
も

し
の
ぎ
や
す
い
こ
と
や
、
大
島

山
の
不
動
滝
付
近
の
沢
か
ら
取

入
れ
て
い
る
ら
し
い
、
水
道
水

の
お
い
し
い
こ
と

（夏
は
若
干

ぬ
る
く
な
る
）
も

大
変
気

に

入

っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
四
区
で
は
、
送
電
線

の
建
設
や
、
道
路
の
拡
幅
の
計

る
風
景
は
何
も
の
に
も
か
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
最
近
、
家
の
回
り

に
は
家
が
ギ

ッ
シ
リ
立
ち
並
び
、

ま
る
で
都
会

の
団
地

の
様

に

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分

勝
手
で
す
が
、
こ
れ
以
上
田
舎

の
景
色
を
壊
さ
れ
な
い
こ
と
を

祈

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

果
物
の
豊
富
な
こ
と
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
し
た
。
四
コ
×
×

円
の
パ
ッ
ク
の
り
ん
ご
を
買

っ

て
い
た

一
家
に
と

っ
て
は
、　
一

寸
質
を
落
と
せ
ば
山
の
よ
う
に

食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
格
別
の
も

の
で
し
た
。
近
ご
ろ
は
後
継
者

不
足

で
果
樹
園
も
大
変
と
聞

い

て
い
ま
す
が
、

い

つ
ま
で
も
お

い
し
い
果
物
が
食
べ
ら
れ
ま
す

様
に
。

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

私
共
は
飯
田
市
内
に
永
年
住

ん
で
居
ま
し
た
が
、
区
画
整
理

の
為
、
移
転
す
る
事
に
な
り
、

あ
ち
こ
ち
見
て
回
り
ま
し
た
。

右
も
左
も
知
ら
ぬ
人
ば
か
り
、

「
は
て
、
さ
て
、
ど
う
な
る
事

や
ら
。
」
と
心
細
く
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
引
越
し

て
来
て
見
る
と
、
お
組
合
は
も

と
よ
り
、
近
所
の
皆
様
が
、
何

く
れ
と
な
く
御
親
切
に
し
て
下

さ
り
、
本
当
に
嬉
し
く
、
気
持

ち
よ
く
暮
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

飯
田
に
お
り
ま
し
た
時
は
、

二
十
四
時
間
自
動
車
な
ど
の
騒

音
で
せ
せ
こ
ま
し
い
生
活
で
し

た
が
、
こ
ち
ら
で
は
、
日
の
出

か
ら
日
の
入
り
ま
で
、
ま
わ
り

の
景
色
が
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
感

を
味
わ
う
事
が
出
来
静
か
で
澄

ん
だ
空
気
と
、
温
か
い
人
情
に

包
ま
れ
て
、
と
て
も
幸
せ
で
気

力
が
充
実
し
て
来
る
よ
う
な
気

持
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら

一
生
お
世
話
様
に

な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

画
が
話
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
住
環
境
に
与
え
る
影
響

が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

下
市
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
損

な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
域

の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

と
ゴ
ミ
の
処
理
で
困
り
、
日
常

の
中
で
の
不
便
さ
を
感
じ
、
地

域
活
動

へ
の
参
加
も
数
多
く
次

第
に
い
ろ
ん
な
負
担
を
感
ず
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
二

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

地
域
性
に
も
慣
れ
、
不
便
さ
も

そ
れ
な
り
に
日
常
の
生
活
と
し

て
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
高
森

町
の
知
識
も
ま
だ
少
な
い
私
で

す
が
地
域
活
動
等
を
通
し
て
、

ゆ

っ
く
り
、
じ
っ
く
り
知
る
事

が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

朝
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
る
と
、
田

ん
ば
、
畑
、
果
樹
園
が
目
の
中

に
と
び
込
ん
で
く
る
の
が
と
て

も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
。

下
市
田
三
区
　
三
ツ
石
　
淑
　
子

幼
い
頃
、
飯
田
駅
よ
り
下
市

田
ま
で
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
親

戚

へ
行
く
た
め
の
、
ほ
ん
の
小

さ
な
旅
と
記
憶
し
て
い
た
の
が

私
の
高
森
町

へ
の
第

一
歩
で
し

た
。
子
育
て
、
仕
事
と
忙
し
く

過
ご
し
て
い
る
折
ふ
と
縁
あ

っ

て
こ
の
地
に
家
を
建
て
る
こ
と

に
な
り
、
陽
当
り
も
良
く
、
周

囲
は
広
々
と
、
豊
富
な
緑
に
囲

轟

ま
れ
て
と
、
心
は
ず
ま
せ
て
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
水
道
は

ま
だ
な
く
、
生
活
が
は
じ
ま
る

■
■
■
一

下
薔

三
区

有

賀

利

夫

議
＝
諄
群
出
一諄
湖
一

下
市
田
四
区
　

〓十

　

沢
い　
　
一　
　
二分

■
１１

■

腋

鷺

▼

下市田四区 原   俊  秀
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疱

区

「
お
年
寄
り
は
家
の
宝
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
久
し
く
な
る
。

こ
の
言
葉
は
家
内
も

一
緒
に
聞

い
て
い
た
の
で
、
姑
嫁
戦
争
も

無
く
御
蔭
様
に
思
う
。

核
家
族
化
の
現
在
、
親
と
共

に
暮
ら
す
事
が
出
来
る
の
は
、

長
男
の
私
の
特
権
で
も
あ
る
。

「
わ
し
ゃ
あ
未
だ
若
い
ん
だ
で

ナ
」
と
折
り
紙
に
精
出
す
母
も

孫
の
躾
に
な
る
と

「
ち
ゃ
ん
と

教
え
に
ゃ
あ
恥
ず
か
し
い
に
」

原

　

　

秀
　
樹

と
、
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
風
を
吹
か

す
。
他
に
も
、
物
を
大
切
に
す

る
事
、
又
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

で
な
く
煮
物
料
理
も
大
切
な
こ

と
等
々
。
母
は
我
家
の
宝
な
の

で
あ
る
。

母
は
以
前
、
わ
れ
も
こ
う
と

か
水
引
な
ど
の
野
草
を
採

っ
て

来
て
は
花
瓶
に
飾

っ
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
に
大
概
の
野
草
の
名

は
知

っ
て
お
り
、
私
も
何
時
し

か
山
野
草
が
好
き
に
な

っ
た
。

移

り
変

る
環
境

三

区

井

駒

三
二
人

突
然
の
原
稿
依
頼
に
、
戸
惑
っ

て
い
る
内
に
、
し
め
切
り
日
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

日
頃
感
じ
て
い
る
事
を
、
書
く

事
に
し
ま
す
。

市
田
港
か
ら
、
舟
下
り
が
消

え
て
、
数
年
以
上
過
ぎ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、

そ
の
後

「
カ

ヌ
ー
」
の
町
整
備
と
、
今
年
の

其
の
当
時
通
学
や
、
麦
踏
み
、

勤
労
奉
仕
は
、
部
落
毎
に
上
級

生
が
、
下
級
生
を
ま
と
め
て
行

な

っ
て
い
た
。
こ
の
上
級
生
の

掛
け
声
で
今
の
様
に
自
動
車
な

ど
通
ら
な
い
村
道
の
少
し
で
も

広
い
道
端
や
、
道
路
に
接
し
た

空
地
が
少
し
で
も
有
れ
ば
こ
こ

夏
は
、
親
水
公
園
に
と
工
事
が

進
ん
で
、
十
年
前
の
河
川
敷
と

は
み
ち
が
え
る
ば
か
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
ゴ
ミ
が
多

く
目
に
つ
く
様
に
な
り
、
気
に

な

っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
と
い
っ
て
も
、
夏
の
風

物
詩

「
花
火
」
か
ら
、
ジ

ュ
ー

ス
、
ビ
ー
ル
缶
、
タ
バ
コ
の
空

袋
等
、
ほ
と
ん
ど
が
大
人
の
楽

し
ん
だ
遺
物
で
す
。

自
然
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
事
は
望
ま
し
い
事
と
思
い

に
大
豆
を
ま
い
た
事
を
思
い
出

し
た
。
時
移
り
歴
史
は
く
り
返

す
と
言
う
が
最
近
は
各
地
で
住

み
良
い
環
境
作
り
が
叫
ば
れ
、

当
町
で
も
、
花

一
杯
運
動
が
数

年
前
よ
り
行
な
わ
れ
各
ク
ラ
ブ

で
、
団
体
で
と
、
大
人
が
道
端

や
空
地
に
、
季
節
季
節
の
花
作

り
に
汗
を
流
し
、
道
行
く
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

世
の
中
誠
に
平
和
で
、
豊
か
だ

と
、

つ
く
づ
く
思
い
こ
れ
が
当

然
と
思
う
事
な
く
、
時
々
は
過

去
を
、
又
広
く
目
を
周
囲
に
向

け
る
べ
き
か
な
と
、
国
道
沿
い

の

「
む
く
げ
」
の
並
木
を
見
な

が
ら
考
え
た
の
も
…
う
―
ん
、

歳
か
な
。

母

・
此
の
何
年
か
は
、
休
日
と
も

な
る
と
運
動
を
兼
ね
て
二
時
間

ほ
ど
緑
豊
か
な
道
を
歩
く
。
道

端
に
は
母
か
ら
教
わ

っ
た
山
野

草
が
沢
山
あ
り
、
歩
く
事
が
楽

し
く
て
仕
方
が
な
い
。
豊
か
な

緑
に
加
え
て
虫
の
音
と
鳥
の
声
、

花
や
木
々
の
匂
い
、
緑
の
溶
け

込
ん
だ
空
気
、
爽
や
か
な
風
。

こ
れ
こ
そ
我
が
町
の
宝
だ
と
思

う
。
お
年
寄
り
と
町
の
自
然
は

金
銭
で
計
れ
な
い
大
切
な
宝
で

あ
る
。

先
頃
中
国
北
京
市
郊
外
で
、

人
民
公
社
の
水
田
を
視
察
し
た

時
、
こ
の
地
方
で
も
か

っ
て
は

常
識
だ

っ
た
、
水
田
の
畦
に
懐

か
し
い
大
豆
が
ま
か
れ
て
い
た
。

大
豆
と
言
え
ば
小
学
生
時
代

の
戦
時
中
、
国
の
食
料
増
産
の

掛
け
声
に
よ
り
、
先
生
の
指
導

で
、
今
の
南
小
学

校
の
校
庭
の
ま
ん

中
に
、
細
い
通
学

路
を
残
し
、
石
こ

ろ
だ
ら
け
の
校
庭

を
耕
し
、
大
豆
、

南
瓜
等
を
作

っ
た

こ
と
、
又
誰
か
に

指
導
さ
れ
た
か
、

自
主
的
だ

っ
た
か

記
憶
に
無
い
が
、

日

頃

思

う

事

六

区

岡

本

紀

代

ま
す
が
、
そ
れ
な
り
の
マ
ナ
ー

を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

す
。今
日
通
り
ま
し
た
ら
、
ど
な

た
が
片
付
け
て
く
だ
さ

っ
た
の

か
、
花
火
、
空
缶
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
袋
に
つ
め
ら
れ
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
誰
か
が
、
片
付
け
る
か
ら

こ
の
ま
ま
で
良
い
」

と
か
、

「楽
し
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」

と
言
う
前
に
、
自
分
で
出
し
た

ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
る
。
こ

れ
が

一
番
の
マ
ナ
ー
だ
と
思
い

ま
す
。
自
然
の
中
で
、
楽
し
む
権
利

が
あ
れ
ば
、
後
片
づ
け
を
す
る

と
言
う
義
務
も
あ
る
事
を
、
大

人
も
心
し
て
、
子
供
か
ら
孫

ヘ

と
、
習
慣
づ
け
て
行
く
事
が
、

真
に
、
自
然
に
親
じ
む
と
言
う

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

盆
踊
り
も
過
ぎ
、
夏
の
暑
さ

が
恋
し
く
な
る
頃
、
あ
の
河
原

に
、
赤
ト
ン
ボ
が
来
る
で
し
ょ

う
か
。
ゴ
ミ
の
無
い
、
青
空
の

中
を
心
ゆ
く
ま
で
飛
び
か
う
赤

ト
ン
ボ
の
姿
を
、
子
供
達
と

一

緒
に
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

l
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小
中
学
生
の
作
文

は
ん
ご
う
す

い
さ
ん

′」ヽ

田

イ中

禾ll

き

ょ
う
、
下
市
田
二
く
の
は

ん
ご
う
水
さ
ん
が
、
あ
り
ま
し

た
。
午
後
四
時

に
、
天
り

ゅ
う

川

の
川
ら
に
、
み
ん
な
あ

つ
ま

り
ま
し
た
。
は
ん
ご
と

に
わ
か

れ
て
や
さ
い
を
き
り
ま
し
た
。

利
奈
は
六
ぱ
ん
で
い
ず
み
ち

ゃ

ん
、
み
ほ
ち
ゃ
ん
、
か
お
り
ち
ゃ

ん
、
し

ょ
う
く
ん
、

ひ
で
き
く

ん
と
、

い

っ
し

ょ
で
し
た
。
女

子
が
や
さ
い
を
き

っ
て
、
男
子

は
お
じ
さ
ん
た
ち
と
い

っ
し
ょ

に
は
ん
ご
う
で
、
ご
は
ん
を
た

き
ま
し
た
。
や
さ
い
は
、
大
き

な

一
つ
の
な
べ
に
入
れ
て
カ
レ
ー

奈

（二
区
）

を

つ
く
り
ま
し
た
。
カ
レ
ー
も

ご
は
ん
も
ト

マ
ト
も
キ

ュ
ウ
リ

も
お
い
し
か

つ
た
で
す
。
お
か

わ
り
を
し
ま
し
た
。
七
時
三
十

分
か
ら
、
花
火
を
し
ま
し
た
。

花
火
は
ど
れ
も
き
れ
い
で
し
た
。

そ
の
あ
と
、
ど
き
ょ
う
だ
め
し

を
し
ま
し
た
。
天
り

ゅ
う
川
か

ら
下
二
会
か
ん
ま
で
歩

い
て
い

た
ら
、
さ
か
の
と
こ
ろ
で
、
お

ば
さ
ん
が
と

つ
ぜ
ん
タ
オ
ル
を

ほ
う
り
な
げ
た
の
で
、
ほ
ん
と

う
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

楽
し
い
は
ん
ご
う
水
さ
ん
で

し
た
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。田仲利奈ちゃん

僕
の
家
族
は
、
祖
父
、
祖
母
、

父
、
母
、
姉
、
兄
、
僕
の
七
人

家
族
で
す
。
祖
父
と
祖
母
は
田

や
畑
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
月
に
家
族
全
員
で
田

植
え
を
し
ま
し
た
。
父
と
母
は
、

共
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
父
は
、

ス
ー
パ
ー
の
本
部
に
あ
る
流
通

セ
ン
タ
ー
で
荷
物
を
輸
送
す
る

今
年
の
夏
休
み
に
、
「
し
ば

ま
さ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場

ヘ
キ
ャ
ン
プ
に
行

き
ま
し
た
。

き
ょ
年
ま
で
は
海
水
よ
く
に

行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

ほ
か
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
弟
た
ち
と
二
は
く
三
日
の

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。

一
番
心
に
残

っ
て
い
る
こ
と

は
、　
一
日
目
の
夕
食
の
時
で
す
。

夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
焼
肉
と

サ
ラ
ダ
、

そ
れ

に
ジ

ュ
ー
ス

（お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
ビ
ー

ル
）
で
し
た
。

た
め
の
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ

り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

母
は
、
ス
ー
パ
ー
で
パ
ー
ト
と

し
て
レ
ジ
な
ど
を
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
姉
は
、

ス
ズ
ケ
ン
と

言
う
医
療
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
兄
は
、
高
校

一
年
で

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
夏
休

み
に
も
学
校

へ
行
く
時
が
多
く

焼
肉
の
準
備
を
し
て
い
る
時

の
こ
と
で
す
。
弟
た
ち
が

「
海

あ
り
ま
し
た
。
僕
は
、

中
学
二
年
で
野
球
部

に
入

っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
色
々
な
こ
と

を
す
る
家
族
が
僕
は

と
て
も
好
き
で
す
。

父
や
、
母
は
、
僕
達

の
た
め
に
良
く
働
い

て
く
れ
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
前
向
き
に

働
い
て
く
れ
て
い
る
、

父
や
母
、
そ
し
て
祖

父
、
祖
母
の
姿
を
見

る
時
に
僕
は
い
つ
も

思
い
ま
す
。
健
康
に

だ
け
は
充
分
気
を
付

け
て
ほ
し
い
と
。

僕

の

家

族

〓

鈴

木

将

夫

（五
区
）

楽
し
か
っ
た

二
は
く
三
日
の
キ
ャ
ン
プ

小
五

池

田

智

奈

（四
区
）

を
見
て
み
な
／
」
と
い
っ
た
の

で
見
て
み
る
と
、
太
陽
が
も
う

す
ぐ
海
に
し
ず
む
と
こ
ろ
で
し

た
。
夕
食
の
準
備
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
も
う
半
分
以
上
し
ず
ん

で
い
て
、
水
平
線
が
も
っ
と
も
っ

と
赤
く
な
り
ま
し
た
。

海
に
し
ず
む
夕
日
を
見
な
が

ら
の
食
事
は
さ
い
こ
う
で
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
も
う

一
つ
の
思

い
出
は
、
と
て
も

つ
か
れ
た
こ

と
で
し
た
。

炊
事
の
時
や
、
水
を
く
み
に

行
く
時
、
ト
イ
レ
に
行
く
時
は

長
い
坂
道
を
登

っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何

度
も
何
度
も
登

っ
た
の
で
く
た

く
た
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た

で
す
。
ま
た
来
年
も
キ
ャ
ン
プ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ゃん

小六の時 右が鈴木君

l陶
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グループ紹介

私
達
の
町
高

森
に
、

「
内
海

流
、
輝
久
州
〈
ご

の
会
が
発
足
し

て
か
ら
、
早
十

二
年
程
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

発
足
当
時
、
い
ろ
い
ろ
と
悩

ん
だ
グ
ル
ー
プ
名
も
、
や
つ
で

の
様
に
手
を
広
げ
、
皆
と
共
に

仲
良
く
や

っ
て
い
こ
う
と
、

「
や
つ
で
会
」
と
名
付
け
ま
し

た
。会
員
の
皆
さ
ん
は
、
商
店
主
、

事
業
主
、
お
勤
め
の
方
々
と
様
々

で
す
が
、
家
事
を
段
取
り
良
く

こ
な
し
な
が
ら
、
趣
味
の
踊
り

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

又
、
八
名
の
会
員
さ
ん
達
は

踊
り
が
大
好
き
で
、
仲
良
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
バ
ッ
チ
リ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

踊
り
は
、
現
代
舞
踊
で
す
。

お
稽
古
日
は
、
毎
月
第

一
・

第
二
の
金
曜
日
の
二
回
で
す
。

輝
久
州
先
生
は
、
飯
田
か
ら

名
取
の
お
弟
子
さ
ん
と
、
二
人

で
お
見
え
に
な
り
、
指
導
し
て

下
さ
い
ま
す
。
お
稽
古
場
所
は
、

出
砂
原
の
地
区
館
で
す
。
時
間

は
午
後
七
時
半
か
ら
二
時
間
位

で
す
が
、
先
生
も
私
達
も
こ
の

時
だ
け
は
真
剣
に
な

っ
て
し
ま

い
、
時
の
た

つ
の
も
忘
れ
て
し

ま
う
事
も
た
び
た
び

で
す
。
又
、
グ
ル
ー
プ
の

向
上
を
計
る
為
、
第

二

・
第
四
金
曜
日
も

自
主
的

に

練

習
を

行

っ
て
い
ま
す
。

や
つ
で
会
と
致
し

ま
し
て
は
、
下
市
田

公
民
館
活
動
の
発
表

〈
〓、
一舘
釜
″一伝
ホ、　
コ
゛
ヽ
ュ

ニ
テ
ィ
、
高
森
町
民

踊
グ
ル
ー
プ
発
表
〈
ヘ

又
、
今
年
は
、
山
吹

天
伯
峡
の
ホ
タ
ル
祭

:|1辮姜織:嬌単簿

―

:華春華I

ダ
サ
ラ
や
つ
で
会

下
　
平

高
　
子

り
に
も
初
め
て
出
演
さ
せ
て
頂

き
、
皆
、
発
表
の
場
が
増
え
た

事
を
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
心
に
残

る
踊
り
を
お
見
せ
す
る
事
が
で

き
ま
す
様
、　
一
生
懸
命
練
習
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

輝
久
州
会
で
は
、　
一
年
に

一

度
、
「
ゆ
か
た
ざ
ら
い
」
が
、

下
市
田
水
墨
画
教
室
の
発
足

は
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
で
す
。

当
時
、
北
の
原
の
河
田
先
生

の
奥
さ
ん
が
、
飯
田
市
伊
賀
良

の
大
井
教
室

へ
水
墨
画
を
習
い

に
通

っ
て
い
て
、

描

い
た
絵

（菊
、
竹
、
老
梅
花
、
ぼ
た
ん

な
ど
）
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
絵
に
魅
せ
ら
れ
て
、

以
前
か
ら
の
仲
良
じ
グ
ル
ー
プ

の
八
人
で
、
鈴
木
先
生
に
高
森

ま
で
来
て
教
え
て
戴
く
よ
う
お

願
い
し
た
所
、
気
軽
に
引
き
受

け
て
戴
き
、
毎
月
第

一
火
曜
日

と
第
二
火
曜
日
の
月
二
回
、
時

間
は
午
後

一
時
半
か
ら
約
二
時

間
、
北
の
原
会
所
を
お
借
り
し

て
、
水
墨
画
の
初
歩
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。

受
講
生
は
、
唯
自
分
で
書
い

た
も
の
を
、
額
装
や
掛
軸
に
し

て
眺
め
る
事
を
老
後
の
楽
し
み

下
市
田
水
墨
画
教
室

行
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
八

月
二
十
八
日
日
曜
日
に
、
飯
田

文
化
会
館
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

是
非
、
皆
様
御
都
合
を
付
け
て
、

私
達
の
舞
台
を
見
に
御
出
か
け

下
さ
い
。

私
達
の

「
や
つ
で
会
」
を
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

御
願
い
致
し
ま
す
。

宮

嶋

昭

二

に
始
め
た
の
で
す
が
…
。

水
墨
画
は
、
墨

一
色
で
濃
淡

を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ

っ
て

物
の
質
量
感
や
遠
近
感
は
も
と

よ
り
、
色
彩
ま
で
表
現
す
る
と

い
う
大
変
難
し
い
、
又
そ
れ
だ

け
に
奥
の
深
い
も
の
で
す
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、
仲
々
思
う
よ

う
に
描
け
な
い
と
悩
ん
で

い
る
所
で
す
。

現
在
グ
ル
ー
プ
員
は
、

発
足
当
時
よ
り
増
加
し
て

十

一
名

（男
性
二
名
、
女

性
九
名
）
で
す
。

一
年
生
が
二
人
、
二
年

生
が
二
人
、
三
年
生
が
五

人
、
四
年
生
が
二
人
で
、

平
均
年
齢
は
六
〇

・
五
才

位
で
す
。

今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手

本
を
戴
き
、
主
と
し
て
二

年
生
以
上
は
画
仙
紙

一
〇

号
に
、
山
水
画
を
練
習
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
初
め
て
グ
ル
ー
プ

員
の
作
品
を
、
下
市
田
公
民
館

と
町
の
文
化
祭
に
展
示
さ
せ
て

戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
年
は
、
墨
推
会
の
会
員
の

作
品
展
を
、
飯
田
の
美
博
で
十

月
展
示
す
る
絵
の
仕
上
げ
に
努

め
て
い
ま
す
。

終
り
に
鈴
木
先
生
を
紹
介
し

ま
す
。
先
生
は
、
画
歴
六
〇
年

の
ベ
テ
ラ
ン
で
、

絵
画
教
室

「
墨
水
会
」
を
創
立
し
て
、
現

在

一
五
教
室
を
持

っ
て
、
受
講

生

一
七
〇
名
余
を
教
え
て
い
ま

す
。飯
田
市
北
方
在
住

鈴

木

時

夫
　
七
〇
才

雅
号

「玲
仙
」
先
生

編
集
後
記

戦
後
最
高
の
猛
暑
。
今
年
は

六
月
二
十
六
日
の
三
二

・
九
度

を
封
切
り
に
、
八
月
十
九
日
ま

で
に
真
夏
日
が
五
十
日
、
最
高

は
三
七

・
三
度
と
い
う
飯
田
測

候
所
の
記
録
で
あ
る
。
区
民
の

皆
さ
ん
も
暑
さ
に
耐
え
て
耐
え

ぬ
い
た
夏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
九
号
の
編
集
の
十
九

日
も
、
三
三

ｏ
五
度
の
気
温
で

夜
に
な

っ
て
も
輻
射
熱
で
室
内

は
不
快
指
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
原
稿
を
寄
せ
て

頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

行
事
と
し
て
萩
の
里
祭
り
、

地
元
出
身
町
議
と
の
懇
談
会
、

区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
、
区
の
情

報
と
し
て
、
区
の
決
算
、
公
民

館
の
決
算
、
区
及
び
各
地
区
の

情
報
、
委
員
会
活
動
を
と
り
あ

げ
、
毎
号
紹
介
し
て
い
る
内
容

は
継
続
し
ま
し
た
。

今
回
は
下
市
田
河
原
を
考
え

る
会
の
方
か
ら
、
初
回
と
し
て

の
特
別
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

尚
、
萩
の
里
祭
り
の
第
四
部

を
、
従
来
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
か

ら

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
大
会
に
変
更

し
た
内
容
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

指
導
者
は
七
名
で
、

フ
リ
ー
ダ

ム
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、

フ
リ
ー
ダ

ム
長
野
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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